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The Commentary on Izen’s Hokku by Ekkehard May: 

The Reception of Haikai （Haiku） in Germany

KANEKO Hana

Abstract

The humanities around the world are currently in a difficult situation. Research 

opportunities are rapidly shrinking, making it difficult for young scholars to enter the 

field. Japanese scholars of classical literature have been trying to establish the 

significance of their own research, but they have not been able to communicate its 

essential appeal to society.

To share the universal appeal of classical literature within society, Japanese and 

foreign researchers need to learn about each other’s research and collaborate. Toward 

this purpose, the author is currently surveying the issues in haikai research overseas.

As part of the results of that research, this paper discusses the characteristics of 

Ekkehard May’s annotations of haiku （“Shômon II”, German）. Among other things, 

this article focuses on May’s perspective in analyzing the works of Izen, a disciple of 

Basho.

May’s annotations are characterized by the underlying question, “What is literature 

（poetr y）?” and tries to read and appreciate Izen’s hokku as poems from their 

expressions. This is reflected in his evaluation of Izen up to that point, in his attitude 

of not sticking to the “contemporaneous reading,” and in his reading that emphasizes 

physical sensation rather than landscape description. In this respect, May’s 

annotations have the potential to renew the state of haikai studies in Japan.
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（
13
） 「
西
洋
に
お
け
る
俳
句
の
新
し
い
受
容
へ
」（『
第1

3
9

回
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
国

際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）。
た
だ
し
、
本
書
に
は
や
や
疑
問
の
残
る

解
釈
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
近ち
か
づ
き付
に
成
り
て
別
る
ゝ
案か

が

し
山
子
哉
」
を
案
山
子
の
解

体
を
詠
ん
だ
句
と
し
て
い
る
が
、M

ay

も
参
照
し
て
い
る
惟
然
書
簡
（
一
六
九
四

年
九
月
二
十
二
日
付
・
意
専
宛
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
旅
中
（「「
奈
良
越
」
の
折
）

の
句
で
あ
り
、
惟
然
自
身
が
案
山
子
の
い
る
場
所
を
離
れ
て
い
く
情
景
と
考
え
る

ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

（
14
）
引
用
箇
所
の
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
15
） 

中
森
康
之
「「
蕉
風
」
の
眩
暈
―
「
芭
蕉
流
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
え
る
も
の
―
」

中
森
康
之
・
佐
藤
勝
明
編
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
十
八
号 

特
集
・
蕉
門

と
蕉
風
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
二
一
年

（
16
） 

注
（
15
）
に
同
じ
。
な
お
惟
然
も
、
自
身
の
俳
諧
表
現
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

  　
　

 

夫そ
れ

詼
諧
は
見
て
言
ひ
、
思お
も
ひ
て
作
る
。
…
…
言こ
と
た
く
み巧
な
る
は
則
ち
詼
諧
に
非
ず
。

言こ
と
は
な華
な
る
も
亦ま
た

詼
諧
に
非
ず
。
…
…
今
世
大
抵
此こ
の

義
を
覚お
ぼ
えず
、
妄み
だ
りに
和
歌
の

艶
語
に
似
る
者も
の

多
し
。（
惟
然
編
『
二
葉
集
』
所
収
「
詼
諧
非
芸
」）

  　

 　

本
来
俳
諧
は
「
見
て
」「
思
う
」
こ
と
を
素
直
に
詠
む
べ
き
で
、
言
語
表
現
の
技

巧
や
装
飾
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
、
今
の
俳
人
た
ち
は
和
歌
の
言
葉
を
安
易

に
用
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（
一
）
の
句
も
こ
の
表
現
の
原
理
に
従
い
、「
梅

の
花
の
赤
さ
」
と
い
う
刺
激
に
応
じ
て
生
じ
た
心
の
動
き
（「
驚
き
」）
を
、
類
型

的
な
表
現
に
絡
め
取
ら
れ
ず
に
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
17
）
こ
の
点
も
中
森
の
提
唱
す
る
「
芭
蕉
流
表
現
原
理
」
と
一
致
す
る
。

（
18
）
注
（
17
）
に
同
じ
。

謝
辞本

稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
中
森
康
之
氏
、「
俳
諧
カ
フ
ェ
ゼ
ミ
」
の
皆
様
か
ら

御
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
文
の
日
本
語
訳
に
際
し
て
、Reiser A

xel

氏
に
ご
助
言
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
教
育
研
究
活
性
化
経
費
（
若
手
研
究
）「
海
外
に
お

け
る
俳
諧
、
特
に
芭
蕉
研
究
の
現
状
と
問
題
意
識
の
基
礎
調
査
」（
豊
橋
技
術
科

学
大
学
）、JSPS

科
研
費
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援22K

19990

）「「
生
き
方

と
し
て
の
俳
諧
」
史
構
築
の
た
め
の
基
礎
研
究
―
惟
然
作
品
の
網
羅
的
収
集
と
分

析
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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K
e
ro

u
ac

やJe
ro

m
e
 D

avid
 S

alin
g

e
r

ら
文
芸
作
者
に
も
多
大
な
影
響
を
も
た
ら

し
た
。

（
5
） 

惟
然
発
句
の
句
形
は
、
安
井
小
洒
・
木
村
三
四
吾
編
『
古
典
俳
文
学
大
系
8　

蕉

門
名
家
句
集
一
』（
集
英
社
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

（
6
） 

引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
88 

連
歌
論
集 

能
楽
論
集 

俳
論
集
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
7
） 『
俳
諧
問
答
』
所
収
「
贈
落
柿
舎
去
来
書
」「
再
呈
落
柿
舎
先
生
」。
引
用
は
『
古
典

俳
文
学
大
系
10 

蕉
門
俳
論
俳
文
集
』（
集
英
社
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
。

（
8
） 

順
に
、鈴
木
重
雅
『
俳
人
惟
然
の
研
究
』（
俳
書
堂
、一
九
三
三
年
）、中
村
俊
定
「
芭

蕉
晩
年
の
風
調
〝
か
る
み
〞
に
就
て
」（『
国
文
学
研
究
』
七
号
、
一
九
三
六
年

十
一
月
）、
復
本
一
郎
「
か
る
み
の
論
―
惟
然
を
追
っ
て
―
」（『
講
座
元
禄
の
文
学

3　

元
禄
文
学
の
開
花
Ⅱ
―
芭
蕉
と
元
禄
の
俳
諧
―
』
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）

の
評
。
な
お
、
惟
然
の
口
語
調
の
作
品
が
彼
の
奇
行
の
一
つ
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て

き
た
（
一
七
九
〇
年
刊
『
近
世
畸
人
伝
』
等
）
こ
と
も
、
惟
然
の
句
が
学
術
的
な

視
点
で
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

（
9
） 

こ
の
ほ
か
、『
日
本
古
典
文
学
全
集 

近
世
俳
句
俳
文
集
』（
頭
注
・
現
代
語
訳
は
栗

山
理
一
。
小
学
館
、
一
九
七
二
年
）
に
八
句
、『
日
本
古
典
文
学
大
系 

近
世
俳
句
俳

文
集
』（
頭
注
は
阿
部
喜
三
男
。
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
十
二
句
の
注
釈
が

載
る
。

（
10
） 「
惟
然
の
〝
蕉
風
〞」
広
瀬
惟
然
顕
彰
・
惟
然
記
念
館
協
力
会
編
・
発
行
『
蕉
門
の

人 

広
瀬
惟
然
』
一
九
九
七
年

（
11
） 『
惟
然
・
支
考
の
「
軽
み
」
―
芭
蕉
俳
諧
の
受
容
と
展
開
―
』
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
二
一
年

（
12
） 

二
〇
〇
一
年
、『S

h
ô

m
o

n
 I

』
に
よ
り
「T

h
e
 Jap

an
 F

o
u

n
d

atio
n

 Ü
b

e
rse

tze
rp

re
ise

（
国
際
交
流
基
金
翻
訳
賞
）」（
ケ
ル
ン
日
本
文
化
会
館
）
を
受
賞
。
こ
の
賞
は
、
過
去

三
年
間
に
ド
イ
ツ
語
圏
内
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
文
学
の
優
れ
た
翻
訳
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
も
の
。
ま
た
こ
の
著
作
の
本
文
は
、 二
〇
一
七
年
か
ら
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
俳
句

ダ
イ
ア
リ
ー
『Jap

an
isch

e
r T

asch
e
n

k
ale

n
d

e
r fü

r d
as Jah

r

（
和
暦
の
ポ
ケ
ッ
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
）』
の
解
説
文
に
採
用
さ
れ
、
一
般
の
読
者
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、

二
〇
一
二
年
に
はM

a
y

の
長
年
の
研
究
が
評
価
さ
れ
、
日
本
政
府
か
ら
旭
日
章
が
授
与

さ
れ
た
。

日
本
と
海
外
の
研
究
者
が
、
お
互
い
に
向
き
合
っ
て
議
論
を
深
め
、
俳
諧
の
文

学
と
し
て
の
価
値
を
真
正
面
か
ら
議
論
し
合
う
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
人
文
学
の
価

値
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

注（
1
） 「
開
催
報
告 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
学
の
危
機
と
は
何
か
」」
早
稲
田
大
学
文
学

学
術
院　

h
ttp

s:/
/

w
w

w
.w

ase
d

a.jp
/

fl as/
g

js/
n

e
w

s/
1
6
1
9

（
二
〇
二
二
年
十
一
月

三
十
日
参
照
）

（
2
） 

永
崎
『
人
文
学
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
入
門　

T
E

I

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

準
拠
し
た
取
り
組
み
に
む
け
て
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二
二
年
七
月
）、
飯
倉
の
科

研
費
基
盤
研
究
（
B
・
研
究
代
表
者
）「
デ
ジ
タ
ル
文
学
地
図
の
構
築
と
日
本
古
典

文
学
研
究
・
古
典
教
育
へ
の
展
開
」（
二
〇
二
一
〜
二
六
年
度
）
等
。
ま
た

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
〜
四
日
に
は
、
国
際
研
究
集
会
「T

h
e
 D

ig
ital T

u
rn

 in
 

E
arly

 M
o

d
e
rn

 Jap
an

e
se

 S
tu

d
ie

s

」（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

（
3
） 

西
欧
で
の
俳
句
受
容
に
つ
い
て
は
、前
島
志
保
「
拡
大
さ
れ
る
俳
句
の
詩
的
可
能
性
」

（
河
野
至
恩
・
村
井
則
子
編
『
ア
ジ
ア
遊
学　

日
本
文
学
の
翻
訳
と
流
通　

近
代
世

界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
』
二
〇
一
八
年
）、
伊
東
裕
起
「
英
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の

受
容
史
の
概
観
：W

. G
.

ア
ス
ト
ン
か
らR

. H
. 

ブ
ラ
イ
ス
ま
で
」（『
城
西
大
学
語

学
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
等
に
詳
し
い
。

最
新
の
研
究
書
と
し
て
は
、Y

o
sh

ib
o

b
u

 H
ak

u
tan

i

『H
aik

u
, O

th
e
r A

rts, an
d

 

L
ite

rar
y
 D

iscip
lin

e
s

』（
二
〇
二
二
年
一
月
）
等
が
あ
る
。
ま
た
二
〇
二
二
年
十

月
二
十
日
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ア
ジ
ア
言
語
文
学
科
の
学
術
団
体
「
和
心
会
」

の
公
開
講
演
・
討
論
会
「W

h
at is H

aik
u

?

」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
4
） R

e
g

in
ald

 H
o

race
 B

ly
th

は
『H

aik
u

』（
四
巻
、
一
九
四
九
〜
五
二
年
刊
）
に
お

い
て “H
aik

u
 is th

e
 fi n

al fl o
w

e
r o

f all e
aste

rn
 cu

ltu
re

; it is also
 a w

a
y
 o

f livin
g”

（
俳
句
は
全
東
洋
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
最
終
的
な
宝
華
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
生

き
る
道
で
あ
る
）
と
述
べ
た
（
日
本
語
訳
は
注
（
3
）
の
伊
東
氏
論
に
よ
る
）。
同

書
は
第
二
次
大
戦
後
の
統
制
さ
れ
た
社
会
の
中
で
、
人
間
ら
し
い
自
由
な
生
き
方

を
求
め
て
起
こ
っ
た
ビ
ー
ト
運
動
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
広
く
普
及
し
、Jack
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①
一
句
の
場
面
を
「
体
験
」
と
し
て
把
握
す
る

M
ay

の
注
釈
の
最
大
の
特
色
は
、
句
の
世
界
の
体
験
者
と
し
て
の
視
点

が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、（
一
）
の
解
説
に
お
け
る
紅
梅
を
見
る

と
い
う
体
験
、（
三
）
に
お
け
る
雉
子
の
声
を
聞
く
と
い
う
体
験
、（
四
）
に

お
け
る
蝋
燭
の
匂
い
と
雪
景
色
の
体
験
、（
五
）
に
お
け
る
時
雨
の
体
験
の

記
述
の
う
ち
に
、
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、（
一
）
梅
の
花

の
赤
さ
に
対
す
る
「
驚
き
」、（
三
）
風
景
を
押
し
広
げ
る
共
感
覚
的
な
「
立

体
音
響
体
験
」、（
四
）
臭
覚
と
視
覚
の
「
共
感
覚
」、（
五
）「
音
響
的
・
触

覚
的
な
体
験
」
と
い
う
、
句
の
主
体
に
生
じ
る
《
心
の
動
き
》
や
《
身
体
感

覚
》
と
し
て
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
る
。

②
普
遍
的
な
人
間
の
経
験
と
し
て
説
明
す
る

さ
ら
にM

ay

は
、
作
品
の
言
語
表
現
が
、
右
の
「
体
験
」
を
ど
の
よ
う

に
読
者
に「
経
験
」さ
せ
る
か
、と
い
う
点
に
も
言
及
す
る
。
た
と
え
ば
、（
一
）

の
畳
語
は
「
自
然
の
美
し
さ
」
に
対
す
る
新
鮮
な
「
驚
き
」
を
喚
起
し
、（
二
）

の
擬
態
語
（
さ
っ
と
・
ふ
わ
ふ
わ
）
は
、
水
鳥
の
特
徴
的
な
動
き
を
言
語
の

音
に
よ
っ
て
感
じ
さ
せ
、（
三
）
の
「
他
動
詞
に
よ
る
表
現
」
は
空
間
の
拡

大
を
、（
四
）
の
「
う
す
き
匂
ひ
」
は
「
雪
景
色
」
と
の
繊
細
な
共
感
覚
を
、

（
五
）
の
畳
語
は
、
降
雨
の
感
触
を
生
き
生
き
と
追
体
験
さ
せ
る
。

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
惟
然
の
句
が
、
あ
た
か
も
そ
の

場
に
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
、
過
去
に
経
験
し
た
感
覚
を
あ
り
あ
り
と
想
起

さ
せ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る）
18
（

。
そ
れ
はM

ay

自

身
が
自
ら
の
経
験
に
照
ら
し
て
感
じ
取
っ
た
感
覚
で
あ
り
、
同
時
に
多
く
の

人
が
共
有
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
感
覚
で
あ
る
。

こ
れ
ら
①
・
②
は
、M

ay

の
注
釈
が
、
惟
然
の
発
句
か
ら
詩
と
し
て
の
魅
力

を
取
り
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

M
ay

の
注
釈
が
示
し
た
の
は
、
海
外
の
文
学
研
究
が
日
本
の
研
究
の
視
点
を

刷
新
し
、
そ
の
現
代
的
価
値
を
示
唆
す
る
可
能
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
、
日
本
の
研
究
と
海
外
の
研
究
と
を
架
橋
す
る
意
義
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
逆
に
、
海
外
の
文
学
研
究
が
た
ん
な
る
印
象
批
評
に
陥
ら
な
い
た
め

に
、
日
本
の
緻
密
な
実
証
研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
現

代
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
二
分
す
る
こ
と
も
ま
た
弊
害
と
な
っ
て
い
る
。
文

学
の
現
代
的
価
値
、
文
学
研
究
の
現
代
的
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
双
方

の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
稿
で
は
惟
然
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
は
芭
蕉
の
俳
論
・
作
品
の
評
価

に
も
遡
及
す
る
問
題
で
あ
る
。
惟
然
の
口
語
調
俳
諧
が
「
芭
蕉
流
」
を
継
ぐ
も
の

で
あ
り
、
作
品
と
し
て
も
現
代
的
意
義
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
芭
蕉
の
俳

諧
の
普
遍
的
な
価
値
が
措
定
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
芭
蕉
の

評
価
が
変
わ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
俳
諧
史
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
世
界
の
文
学
研
究
者
や
俳
句
の
実
作
者
た
ち
が
、
俳
諧
と
い
う
文
芸
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
、
日
本
の
研
究
者
は
も
っ
と
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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des angestrengten H
in- und H

erüberlegens, des A
usw
ählens 

und K
onstruierens.

晩
年
の
口
語
体
に
よ
る
俳
句
は
、
こ
の
詩
の
芸
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
刺
激
と
な
っ
た
。
…
…
…
芭
蕉
は
早
く
か
ら
惟
然
の
才
能
を
見

抜
き
、「
熱
意
を
持
っ
て
、
複
雑
す
ぎ
る
思
考
を
せ
ず
に
」
俳
諧
を
作
る
よ

う
に
と
勧
め
て
い
た
（
俳
諧
は
気
先
を
も
っ
て
無
分
別
に
作
す
べ
し
）。
こ

の
「
無
分
別
」
は
、「
込
み
入
っ
た
思
考
」「
選
択
」「
構
築
」
を
意
味
す
る
「
分

別
」
の
否
定
で
あ
る
。

M
ay

は
、
惟
然
晩
年
の
口
語
体
は
、
芭
蕉
の
無
分
別
の
教
え
の
実
践
で
あ
り
、

俳
諧
と
い
う
芸
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
、
と
高
く
評
価
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
芭
蕉
や
惟
然
が
「
無
分
別
」
を
志
向
し
た
の
は
、
詩
の
中
に
「
込

み
入
っ
た
思
考
」「
選
択
」「
構
築
」
を
持
ち
込
ま
な
い
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。「
込
み
入
っ
た
思
考
」「
選
択
」「
構
築
」
は
、（
一
）
で
見
た
よ
う
に
、「
真
理
」、

つ
ま
り
常
に
新
し
い
自
然
の
美
の
体
験
（
驚
き
）
を
そ
の
句
か
ら
奪
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

四
、M

ay

の
注
釈
の
特
徴

以
上
、『Shôm

on II

』
の
説
明
か
ら
、M

ay

の
注
釈
の
具
体
的
な
有
り
様
を

述
べ
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

か
に
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
こ
の
句
は
、
読
者
の
誰
も
が
持
つ
時
雨
体
験
の
実
感

0

0

に
触
れ
る
力
を
持
っ
て
お
り）
17
（

、
臨
場
感
の
あ
る
句
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。ま

た
こ
の
句
は
、（
一
）と
同
様
に
繰
り
返
し
表
現
を
用
い
た
作
品
だ
が
、そ
れ
は（
一
）

の
よ
う
に
「em

otionalen V
erstärkung

（
感
情
を
強
め
る
）」
こ
と
を
意
図
し
た

の
で
は
な
く
、「natürliche A

bschilderung 

（shasei

） der atm
osphärischen 

Erscheinung

（
大
気
現
象
の
自
然
な
描
写（
写
生
））」の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
写
生
」
と
は
、「
赤
い
は
〳
〵
あ
か
ひ
わ
さ
」
の
よ
う
に
、
実
感
を
強

調
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
強
い
実
感
を
与
え
る
大
気
現
象
を
描
写
し
た
も
の
、

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
音
響
的
・
触
覚
的
に

体
験
で
き
る
風
景
の
ト
ポ
ス
」
こ
そ
が
、
こ
の
句
の
魅
力
で
あ
る
とM

ay

は
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
六
）M

ay

の
惟
然
評
価

以
上
の
注
釈
を
ふ
ま
え
て
、M

ay

は
惟
然
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

M
it den stark um

gangssprachlich geprägten H
aiku seiner 

späten Schaffensphase gab er nicht unbedeutende A
nstöße zur 

W
eiterentw

icklung dieser V
erskunst.

…
…B

ashô hatte Izens 

besonderes T
alent früh erkannt und ihn erm

utigt,„

…haikai m
it 

Begeisterung und ohne großes K
lügeln 

（zu

） verfassen“ 

（haikai 

w
a kisaki w

o m
otte m

u-fum
betsu ni saku-su-beshi

）,w
obei 

m
ufum

betsu w
örtlich die N

egation des ,,U
nterscheidens“ m

eint, 
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西
洋
の
詩
で
も
、
日
本
の
詩
に
強
い
影
響
を
与
え
た
中
国
の
詩
で
も
、
ろ
う

そ
く
は
時
間
の
経
過
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
文
学

に
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
伝
統
が
欠
落
し
て
い
る
。
蝋
燭
は
、
俳
諧
で
は
新
し

い
言
葉
、
俳
言
と
し
て
存
在
す
る
が
、
固
定
的
な
意
味
合
い
や
慣
習
は
ま
だ

な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、「
微
か
な
香
り
」（
う
す
き
匂
ひ
）
と
窓
の

外
の
明
る
い
雪
景
色
と
の
共
感
覚
が
、
こ
の
句
の
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
魅
力
的
な
核
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ちM

ay

は
、
こ
の
句
の
「
蝋
燭
」
が
、
西
欧
の
詩
や
漢
詩
の
常
套
で

あ
る
「
時
間
の
経
過
の
象
徴
」
と
し
て
で
な
く
、
煙
の
「
う
す
き
匂
ひ
」
と
し
て

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
「
匂
ひ
」（
臭
覚
）
と
雪
の
白
さ
（
視
覚
）
と
が
共

感
覚
的
に
知
覚
さ
れ
た
感
興
を
詠
ん
で
い
る
点
が
、
新
し
く
魅
力
的
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。M

ay

は
こ
こ
で
明
示
し
て
い
な
い
が
、「
う
す
き
匂
ひ
」
と
「
雪
」
と

を
結
び
つ
け
て
い
る
「
感
覚
」
は
、
両
者
に
共
通
す
る
淡
さ
と
儚
さ
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
もM

ay

は
、
こ
の
句
の
表
現
の
根
底
に
、
作
者
惟
然
の

新
し
い
経
験
の
質
が
あ
る
こ
と
を
洞
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）「
時
雨
〳
〵
又
一
し
ぐ
れ
暁あ
け

の
月
」
句
に
つ
い
て

近
江
八
景
の
一
つ
「
唐
崎
の
夜
雨
」
の
一
つ
松
を
描
い
た
許
六
の
絵
に
、
惟
然

が
賛
と
し
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
は
堀
切
注
に
よ
る
解
釈
を
示
す
。

時
雨
が
さ
あ
ー
っ
と
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
ま

た
一
時
雨
が
や
っ
て
き
た
。
だ
が
、
気
が
つ
く
と
、
時
雨
が
ぱ
ら
つ
い
て
い

る
の
に
、
空
は
い
つ
の
ま
に
か
晴
れ
上
が
っ
て
い
て
、
暁
の
月
が
仰
が
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
陰
晴
定
め
な
い
時
雨
の
特
色
を
、時
間
の
流
れ
の
中
に
、

巧
み
に
と
ら
え
た
句
で
あ
る
。

堀
切
は
、「
時
雨
の
特
色
を
」「
巧
み
に
と
ら
え
た

0

0

0

0

」
句
で
あ
る
と
理
解
し
、
評

価
し
て
い
る
。
一
方
、M

ay

の
解
釈
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

D
ie V

erbindung zw
ischen H

aiku und B
ild ist durch die 

traditionelle ikonographische K
oppelung „N

achtregen von 

K
arasaki“ 

（K
arasaki no yau

） gegeben, eine der „A
cht A

nsichten 

vom
 Biw

a-See“ 

（Ó
m
i hakkei, vgl. V

ers N
r. 10

）,hier ein eher 

akustisch-taktil erfahrbarer szenischer T
opos denn eine 

„A
nsicht“ oder Szenerie.

俳
句
と
イ
メ
ー
ジ
の
結
び
つ
き
は
、「
琵
琶
湖
の
八
景
」（
近
江
八
景
）
の
ひ

と
つ
で
あ
る「
唐
崎
の
夜
雨
」と
い
う
伝
統
的
な
図
像
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
景
」
や
景
色
で
は
な
く
、
音
響
的
・

触
覚
的
に
体
験
で
き
る
風
景
の
ト
ポ
ス
で
あ
る
。

堀
切
は
こ
の
句
を
「
景
」
の
句
と
捉
え
て
い
る
が
、M

ay

は
そ
う
で
は
な
い

と
い
う
。
こ
の
句
は
、
時
雨
の
た
だ
中
に
い
て
、
何
度
も
何
度
も
時
雨
を
経
験
し

て
い
る
人
の
体
感

0

0

を
核
に
し
た
句
、
つ
ま
り
目
に
見
え
る
風
景
を
描
写
し
た
の
で

は
な
く
、
全
身
に
響
く
雨
の
音
と
感
触
を
表
現
し
た
句
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
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（
四
）「
蝋
燭
の
う
す
き
匂
ひ
や
窓
の
雪
」
句
に
つ
い
て

こ
の
句
に
は「
野や
け
い径
亭
に
諷
し
て
」と
の
前
書
が
あ
る（
野
径
は
膳
所
の
俳
人
）。

堀
切
は
こ
の
場
面
を
俳
諧
の
座
と
推
定
し
、
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

夜
が
更
け
て
く
る
に
つ
れ
、
し
ん
し
ん
と
し
た
夜
気
の
中
に
蝋
燭
の
溶
け
る

微
か
な
匂
い
が
漂
い
は
じ
め
た
と
思
っ
た
ら
、
窓
の
外
に
は
い
つ
の
間
に
か

雪
が
降
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
俳
諧
の
座
の
席
で
の

こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。「
う
す
き
匂
ひ
」
に
な
に
か
心
ひ
か
れ
る

も
の
が
あ
る
。

M
ay

も
堀
切
と
ほ
ぼ
同
じ
場
面
理
解
を
示
す
が
、
さ
ら
に
分
析
を
深
め
、
堀

切
が
「
う
す
き
匂
ひ
」
に
感
じ
た
「
な
に
か
心
ひ
か
れ
る
も
の
」
の
正
体
を
掘
り

下
げ
て
ゆ
く
。

In der w
estlichen w

ie auch in der chinesischen D
ichtung, die ja 

die japanische so stark prägte, w
ird die K

erze sym
bolisch 

gebraucht für das V
erfließ

en der Zeit. In der japanischen 

Literatur fehlt diese M
otiv-T

radition; die K
erze ist zw

ar als 

neues W
ort, als haigon, im

 haikai präsent, jedoch noch ohne 

feste K
onnotationen und K

onventionen. So ist hier die 

Synästhesie von „schw
achem

 D
uft“ 

（usuki nioi

） und dem
 

A
nblick des hellen Schnees vor dem

 Fenster neu und originell; 

sie ist der reizvolle K
ernpunkt des V

erses.

des B
erges m

it einem
 gew

isserm
aß
en stereophonen 

K
langerlebnis; das A

uge nim
m
t m
ehr w

ahr, als es ohne die 

w
eithin hallenden Rufe gesehen hätte!

音
が
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
や
体
験
を
変
え
る
と
い
う
観
察
は
鋭
く
、
他
動
詞
を

使
っ
た
言
語
表
現
も
見
事
で
あ
る
。
…
…
い
わ
ば
立
体
音
響
体
験
で
山
の

「
幅
」
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
―
―
遠
く
ま
で
響
く
声
が
な
け
れ
ば
見
え
な

か
っ
た
も
の
が
、
目
に
映
る
の
だ
。

M
ay

の
関
心
は
、こ
の
句
の
「
啼な
き

ひ
ろ
げ
た
り
」
は
な
ぜ
「
大
胆
奇
抜
な
表
現
」

と
な
り
え
て
い
る
の
か
、と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
を
、

作
者
（
惟
然
）
の
観
察
眼
の
鋭
さ
と
、
言
語
表
現
の
巧
み
さ
に
定
め
て
い
る
。

ま
ず
惟
然
は
、
雉
の
声
を
聞
く
と
い
う
ご
く
当
た
り
前
の
体
験
を
「
雉
の
声
が

周
囲
に
響
く
こ
と
で
、山
々
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
把
握
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
体
験
を
句
に
す
る
段
階
で
は
「
他
動
詞
を
使
」
う
と
い
う
工
夫
を

加
え
た
の
で
あ
る
。
堀
切
の
い
う
「
実
感
」
そ
の
ま
ま
を
詠
む
な
ら
ば
、
自
動
詞

「
広
が
る
」
で
よ
い
は
ず
だ
が
、
あ
え
て
他
動
詞
「
広
げ
る
」
を
使
う
こ
と
で
、

雉
の
声
が
よ
り
主
体
性
を
も
っ
て
作
用
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
こ
の

句
の
「
立
体
音
響
体
験
」
を
、読
者
に
生
き
生
き
と
伝
え
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
、

とM
ay

は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
りM

ay

の
解
釈
は
、惟
然
の
言
語
表
現
が
、

単
に
見
た
ま
ま
・
聞
い
た
ま
ま
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
詩
と
し
て
の
工

夫
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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根
拠
と
す
る
初
期
俳
諧
ま
で
の
文
芸
と
は
、
本
質
的
に
異
な
る
表
現
の
原
理
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
異
な
る
俳
風
を
も
つ
芭
蕉
と
門
人
た
ち
が
共
有
し
て
い
た
「
共
通

の
土
俵）
16
（

」
で
あ
っ
た
。M

ay

が
「
真
理
」
と
い
う
言
葉
で
捉
え
よ
う
と
し
た
の
は
、

ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
そ
の
よ
う
な
分
析
を
行
え
た
の
は
、
こ
の
句
が
詩
と
し
て
何
を
表
現
し
て

い
る
か
、
こ
の
句
の
言
葉
は
一
体
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
意
識

を
向
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
惟
然
作
品
に
対
す
るM

ay

の
注
釈
は
、
一
貫
し

て
こ
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
文
学
研
究
が

長
ら
く
忘
れ
て
い
る
解
釈
の
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）「
水
さ
つ
と
鳥
よ
ふ
は
〳
〵
ふ
う
は
ふ
は
」
句
に
つ
い
て

こ
れ
も
、
惟
然
の
口
語
調
の
典
型
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。

堀
切
は
、
ほ
と
ん
ど
擬
態
語
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
句
を
、
以
下
の
よ
う
な
明
快
な

場
面
描
写
に
よ
っ
て
解
説
し
た
。

水
鳥
が
水
面
に
降
り
立
つ
。
一
瞬
さ
っ
と
水
し
ぶ
き
が
あ
が
る
。
あ
と
は
ふ

わ
ふ
わ
ふ
わ
っ
と
水
の
上
を
ゆ
っ
く
り
浮
動
し
て
ゆ
く
と
い
う
様
子
を
写
し

た
の
で
あ
る
。
さ
っ
と
降
り
立
つ
と
き
の
緊
張
感
と
水
面
で
の
緩
慢
な
動
き

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
面
白
い
。

M
ay

は
こ
こ
で
も
や
は
り
、
堀
切
の
場
面
描
写
は
踏
襲
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
擬
態
語
の
効
果
に

つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
「W

örter etw
as infantil, 

erinnern an K
inderbücher, V

olkslieder und Reim
spiele

（
絵
本
や
民
謡
、

韻
を
踏
ん
だ
遊
び
を
連
想
さ
せ
る
ど
こ
か
幼
稚
な
言
葉
）」
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
の
擬
態
語
は
「beschreibt vielm

ehr 

…
… m

it Lauten eine H
andlung, 

einen V
organg oder Zustand, m

acht diese (n) über den Laut spürbar, 

nachvollziehbar

（
行
為
、
過
程
、
状
態
を
説
明
し
、
音
に
よ
っ
て
感
じ
さ
せ
、

理
解
さ
せ
る
）」
も
の
だ
と
し
、
日
本
の
擬
態
語
に
「einen hohen stilistischen 

Stellenw
ert

（
文
芸
的
価
値
の
高
さ
）」
を
認
め
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
句
の
よ
う
な
擬
態
語
・
畳
語
を
用
い
た
作
品
は
、
前
掲

の
『
去
来
抄
』
以
来
、
芭
蕉
の
教
え
を
誤
解
し
た
結
果
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に

対
し
、
堀
切
は
リ
ア
ル
な
場
面
描
写
に
よ
っ
て
、M

ay

は
比
較
文
化
の
視
点
に

よ
る
言
語
表
現
の
分
析
に
よ
っ
て
、
惟
然
の
口
語
調
俳
諧
を
再
評
価
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
三
）「
山
の
幅は
ば
な
き啼
ひ
ろ
げ
た
り
雉き

じ子
の
声
」
句
に
つ
い
て

M
ay

は
惟
然
の
叙
景
句
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
堀
切
は
、

こ
の
句
の
中
七
「
啼な
き

ひ
ろ
げ
た
り
」
を
「
よ
く
実
感
を
つ
か
ん
だ
」「
大
胆
奇
抜

な
表
現
」
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。M

ay

は
こ
の
評
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
解
釈
を
し
て
い
る
。

daß
 der Laut die räum

liche V
orstellung und E

rfahrung 

verändert, ist scharf, und die sprachliche U
m
setzung m

it einem
 

transitiven V
erb ist großartig.

…
…erw

eitern die „Breite“ 

（haba

） 
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本
情
と
は
切
り
放
し
て
、
た
だ
自
然
な
心
情
の
吐
露
と
し
て
無
分
別
に
詠
じ

た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方M

ay
は
、
こ
の
句
が
典
型
的
な
口
語
調
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た

上
で
、
こ
の
句
の
価
値
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

E
ine tiefere W

ahrheit m
ag dem

 V
ers zugrunde liegen. D

er 

Ü
berdruß, N

aturschönheit m
it im

m
er neuen, aber letztlich doch 

im
m
er w

ieder den alten W
endungen beschrieben zu sehen und 

beschreiben zu sollen. D
as Einfachste, Elem

entarste geht dabei 

verloren
-das Staunen!

こ
の
句
の
根
底
に
は
、
も
っ
と
深
い
真
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
然

の
美
は
常
に
新
し
い
の
に
、
結
局
は
い
つ
も
使
い
古
さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
表

現
さ
れ
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
退
屈
さ
。
そ
こ

で
は
最
も
単
純
な
こ
と
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
が
失
わ
れ
る
―
―
そ
れ
は
驚

き
だ）
14
（

。

「
真
理
」
と
い
う
言
い
方
に
引
っ
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
こ
こ
でM

ay

は
、
堀
切

の
注
釈
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
句
が
文
学
（
詩
）
と
し
て
何
を
表
現
し
え
て
い
る
か
、
を
見
よ
う
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
。M

ay

に
よ
れ
ば
、
人
間
が
自
然
を
見
る
と
い
う
経
験
は
、

い
つ
で
も
常
に
新
し
い
経
験
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
俳
人
は
そ
の
経

験
の
新
し
さ
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、「
使
い
古

さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
」、
私
た
ち
の
言
い
方
で
言
え
ば
、
本
意
・
本
情
に
基
づ
く
伝

統
的
な
表
現
を
大
切
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
か
な
り
乱
暴
な
言
い
方
で
あ
る
。
だ
が
芭
蕉
と
そ
の
晩
年
の
弟
子
で
あ

る
惟
然
が
、
そ
れ
ま
で
の
俳
諧
と
ど
こ
が
違
っ
て
い
た
の
か
に
対
す
る
鋭
い
直
観

を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
俳
諧
表
現
の
根
底
に
は
、
常
に
新
し
い
「
驚
き
」
と

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

い
う
経
験

0

0

0

0

が
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
新
し
さ
を
失
う
こ
と
な
く
表
現

で
き
る
か
否
か
が
、
そ
の
作
品
が
詩
的
意
味
を
も
つ
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

芭
蕉
が
こ
の
よ
う
な
表
現
原
理
を
確
立
し
、
惟
然
や
支
考
ら
の
門
人
が
そ
れ
を

共
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
近
年
、
中
森
康
之
が
明
ら
か
に
し
た
。
中
森
は
こ
れ
を

「
芭
蕉
流
表
現
原
理
」
と
名
付
け
、
次
の
よ
う
に
説
明
（
定
義
）
す
る
。

《
心
を
理
想
的
な
状
態
（
無
分
別
、
無
念
相
、
俳
諧
の
誠
、
風
雅
、
私
意
を

離
れ
る
、心
の
位
等
々
）
に
お
き
、変
化
と
生
成
の
原
理
と
し
て
の
造
化
（
自

然
）
を
生
き
る
。
そ
の
と
き
、
見
た
り
聞
い
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
に
そ

の
心
が
応
じ
、動
く
。そ
の
心
の
動
き
を
そ
の
ま
ま
言
語
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
俳
諧
作
品
を
生
み
出
す
表
現
原
理
（
創
作
方
法
）
の
こ
と
で
あ
る）
15
（

》

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
起
こ
っ
た
心
の
動
き
（M

ay

の

言
い
方
で
は
「
驚
き
」）
か
ら
言
葉
を
紡
ぎ
出
す
と
い
う
表
現
原
理
で
あ
る
。
芭

蕉
は
日
常
言
語
を
含
む
す
べ
て
の
言
葉
に
こ
の
原
理
を
適
用
し
、
句
を
詠
む
こ
と

に
よ
っ
て
そ
こ
に
詩
的
意
味
を
も
た
せ
た
。
こ
れ
は
和
歌
伝
統
の
常
識
を
詩
性
の
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草
・
惟
然
・
凡
兆
・
許
六
・
杉
風
・
支
考
・
野
坡
（
Ⅱ
）
の
発
句
注
釈
を
行
っ
た

（
惟
然
の
発
句
は
十
一
句
を
取
り
上
げ
る
）。
こ
の
著
作
は
、
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ

た
初
め
て
の
本
格
的
な
蕉
門
俳
人
紹
介
・
解
説
の
書
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る）
12
（

。三
、M

ay

の
注
釈
態
度

M
ay

の
注
釈
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
ま
ず
先
行
研
究
の
学
術
的
な
成
果
を
ふ

ま
え
、
日
本
語
の
表
現
に
沿
っ
て
分
析
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

M
ay

自
身
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
翻
訳
が
し
ば
し
ば
陥
っ
て
い

る
恣
意
的
な
解
釈
を
克
服
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る）
13
（

。
こ
の
方
針
に
よ
り
、

M
ay

の
注
釈
に
は
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
成
果
が
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。特
に
、句
の
選
定
と
一
句
の
意
味
理
解
に
つ
い
て
は
前
掲
の
堀
切
注
に
拠
っ

て
い
る
部
分
が
多
い
。

そ
の
う
え
でM

ay

は
、
独
自
の
解
釈
も
示
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
具
体
的

な
注
釈
を
通
し
て
そ
の
特
色
を
確
認
す
る
。

（
一
）「
梅
の
花
赤
い
は
〳
〵
あ
か
ひ
わ
さ
」
句
に
つ
い
て

こ
れ
は
芭
蕉
の
没
後
に
詠
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
口
語
調
の
発
句
で
、
前
述
の
と
お

り
、
去
来
に
よ
っ
て
「
句
と
は
見
え
ず
」
と
批
判
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
堀
切
は

こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
穏
当
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

真
紅
の
梅
の
花
は
、
た
だ
も
う
見
事
な
ま
で
に
赤
い
こ
と
だ
な
あ
、
と
い
っ

た
だ
け
の
句
で
あ
る
。
伝
統
的
に
賞
美
さ
れ
て
き
た
梅
の
花
を
、
そ
の
本
意

方
と
し
て
理
解
し
、
芭
蕉
没
後
の
活
動
も
そ
の
生
き
方
の
展
開
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た）
11
（

。
惟
然
は
芭
蕉
を
誤
解
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
芭
蕉
の
も

の
の
見
方
を
確
か
に
受
け
継
い
だ
弟
子
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
先
に
述
べ
た
海
外
の
俳
諧
研
究
が
持
つ
視
点
と
親
和
性

が
高
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
旧
来
の
日
本
の
惟
然
評
価
を
見
直
す
た
め
、
そ
し
て

海
外
の
研
究
成
果
と
の
連
携
を
探
る
た
め
、
つ
ま
り
、
日
本
の
研
究
観
と
は
異
な

る
視
座
（「
文
学
（
詩
）
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
意
識
）
か
ら
の
作
品
評
価

の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
、
世
界
に
先
ん
じ
て
自
国
に
俳
諧
を
紹
介
し
た
ド
イ
ツ

に
お
け
る
惟
然
句
の
注
釈
に
注
目
し
た
。

二
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
惟
然
発
句
注
釈
と
評
価

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
最
初
に
俳
諧
を
紹
介
し
た
の
はK

arl Florenz 

で
あ
る

（『D
ichtergrü sse aus dem

 O
sten: Japanische D

ichtungen
』
一
八
九
四
年
、

『Geschichte der japanischen Litteratur

』
一
九
〇
六
年
）。
以
後
、W

ilhelm
 

Gundert

『D
ie japanische literatur

』（
一
九
二
九
年
）、M

anfred H
ausm

ann 

『Liebe, T
od und V

ollm
ondnächte

』（
一
九
五
二
年
）、Jan U

lenbrook

『H
aiku

:japanische D
reizeiler

』（
一
九
九
八
年
）
等
、
多
く
の
翻
訳
書
が
出

版
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、「
い
か
に
訳
す
か
」
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、

個
々
の
句
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
惟
然
発
句
の
注
釈
を

行
っ
た
の
がEkkehard M

ay

（
一
九
三
七
〜
、元
ゲ
ー
テ
大
学
教
授
）
で
あ
る
。M

ay

は
『Shôm

on
I

』（D
ieterich’sche V

erlagsbuchhandlung, 

二
〇
〇
〇
年
）、

『Shôm
on II

』（
同
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
、
其
角
・
去
来
・
嵐
雪
（
Ⅰ
）、
丈
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ふ
は）

5
（

」
と
い
っ
た
、
擬
態
語
や
畳
語
（
同
音
の
繰
り
返
し
）、
間
投
助
詞
を
多
用

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
（
こ
の
俳
風
は
、
一
般
に
「
口
語
調
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
）。
去
来
は
俳
論
書
『
去
来
抄
』
の
中
で
、
右
の
「
梅
の
花
」
の
句
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

惟
然
坊
が
い
ま
の
風
、お
ほ
か
た
是
の
類
な
り
。
是
等
は
句
と
は
見
え
ず
。

先
師
遷
化
の
歳
の
夏
、
惟
然
坊
が
俳
諧
を
導
き
給
ふ
に
、
そ
の
口く
ち
ぐ
せ質
の
秀
で

た
る
と
こ
ろ
よ
り
す
す
め
て
、「
磯
際
に
ざ
ぶ
り
ざ
ぶ
り
と
浪
う
ち
て
」、
或

は
「
杉
の
木
に
す
う
す
う
と
風
の
吹
き
わ
た
り
」
な
ど
と
い
ふ
を
賞
し
給
ふ
。

ま
た
、「
俳
諧
は
気
先
を
以
て
無
分
別
に
作
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ひ
、ま
た
、

「
こ
の
後
い
よ
い
よ
風
体
か
ろ
か
ら
ん
」
な
ど
の
た
ま
ひ
け
る
事
を
聞
き
ま

ど
ひ
、
我
が
得
手
に
ひ
き
か
け
、
…
…
句
の
勢
い
き
を
ひ、
句
姿す
が
たな
ど
と
い
ふ
事
の
物

語
ど
も
は
、
皆
忘
却
せ
ら
る
る
と
見
え
た
り）

6
（

。

つ
ま
り
去
来
は
、
惟
然
が
芭
蕉
の
「
気
先
」
や
「
無
分
別
」
等
の
教
え
を
自
分

の
得
意
な
詠
み
ぶ
り
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
、
極
端
な
俳
風
に
走
っ
た
の
だ
と
評

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
許
六
も
、
元
禄
十
年
の
去
来
と
の
往
復
書
簡
に
お
い
て
、
惟
然
が
芭
蕉
生

前
に
刊
行
し
た
『
藤
の
実
』
は
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
師
在
世

し
給
ひ
た
る
光
り
」（
芭
蕉
の
指
導
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
）
で
あ
っ
て
、
芭
蕉
死

後
の
惟
然
の
口
語
調
に
つ
い
て
は
、「
蕉
門
の
う
ち
に
入
て
、
世
上
の
人
を
迷
は

す
大
賊
な
り
」
と
非
難
し
て
い
る）

7
（

。
両
者
の
評
価
を
総
合
す
る
と
、芭
蕉
の
生
前
、

そ
の
指
導
を
受
け
て
作
っ
た
句
は
優
れ
て
い
た
が
、芭
蕉
没
後
は
師
風
を
誤
解
し
、

そ
の
作
品
は
も
は
や
句
と
は
呼
べ
な
い
も
の
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

従
来
の
研
究
は
、
こ
の
去
来
・
許
六
の
批
判
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
惟
然

の
作
品
評
価
に
投
影
し
て
き
た
。
初
期
の
叙
景
句
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、

口
語
調
の
作
品
は
「
放
恣
」「
安
易
な
邪
道
」「
放
埒
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る）

8
（

。

そ
の
た
め
惟
然
の
作
品
は
等
閑
に
付
さ
れ
、
連
句
を
含
め
た
全
作
品
は
収
集
さ

え
さ
れ
ず
、
発
句
の
注
釈
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
堀
切
実
編
注
『
蕉
門
名
家
句

選
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。
五
十
四
句
に
現
代
語
訳
・
語
注
を
付
す
）

く
ら
い
し
か
な
い
の
で
あ
る）

9
（

。
そ
の
堀
切
の
注
釈
に
し
て
も
、
現
在
知
ら
れ
る
惟

然
の
発
句
は
四
二
〇
句
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、全
体
の
一
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

惟
然
は
作
品
の
分
析
も
満
足
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
部
の
俳
人
の
言
説
に
よ
っ

て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

し
か
し
、
は
た
し
て
惟
然
は
本
当
に
芭
蕉
を
誤
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
、
許
六
と
去
来
の
評
価
は
妥
当
な
の
か
。
こ
の
点
を
俳
風
の
面
か
ら
検
証
し
た

の
が
、
今
あ
げ
た
堀
切
実
で
あ
る）
10
（

。
堀
切
は
、
芭
蕉
と
惟
然
の
俳
風
に
共
通
す
る

特
徴
（「
滑
稽
性
」「
姿
先
情
後
」「
主
観
的
判
断
に
よ
る
表
現
」）
を
指
摘
し
、
口

語
調
の
作
品
も
含
め
て
、
惟
然
の
俳
風
は
「
蕉
風
」
か
ら
逸
脱
し
て
は
い
な
い
と

し
た
。
こ
れ
は
惟
然
の
作
品
に
対
す
る
先
入
観
を
排
し
た
評
価
と
し
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
蕉
風
」
を
ど
う
定
義
す
る
か
、「
蕉
風
」
と
近
い

こ
と
を
門
人
評
価
の
基
準
と
し
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
点
に
課
題
が
残
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
堀
切
と
は
異
な
る
思
想
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
惟

然
の
再
評
価
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
惟
然
は
芭
蕉
の
俳
諧
観
「
軽
み
」
を
生
き
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そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
に
進
ん
だ
。
特
に
近
年
の
日
本
に
お
い
て
は
実
証
研
究
が
重

視
さ
れ
、
個
々
の
作
品
の
俳
風
の
分
析
や
用
語
の
使
用
実
態
の
分
析
に
よ
っ
て
当0

時
の
読
み

0

0

0

0

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
価
値
が
置
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
海

外
で
は
俳
諧
を
文
学
（
詩
）
や
思
想
と
し
て
捉
え
、
そ
の
意
味
を
分
析
し
よ
う
と

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
日
本
で
は
、
芭
蕉
の
作
品
分
析
に
お
い
て
は
、
俳
風
や
俳
諧
性
（
和

歌
や
連
歌
と
ど
こ
が
違
う
か
）
に
重
点
が
お
か
れ
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

芭
蕉
の
作
品
は
禅
や
東
洋
思
想
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
一
種
の
生
き
方
（
よ
り
良
く

生
き
る
た
め
の
思
想
）
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た）

4
（

。
つ
ま
り
、日
本
に
お
い
て
は
、

俳
諧
が
文
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
明
の
前
提
と
し
、
俳
諧
の
独
自
性
に
重
点

が
置
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
俳
諧
の
文
学
性
、
思
想
性
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
二
つ
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
、「
高
く
悟

り
て
俗
に
帰
る
べ
し
」（
土
芳
『
三
冊
子
』）
や
、「
世
道
俳
道
、
是
又
斉
物
に
し

て
二
つ
な
き
も
の
」（
一
六
九
一
年
二
月
二
十
二
日
付
、支
幽
・
虚
水
宛
芭
蕉
書
簡
）

な
ど
は
、
芭
蕉
の
重
要
な
言
葉
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
大
き
な
傾
向
と

し
て
は
今
述
べ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
日
本
の

俳
諧
研
究
と
ア
メ
リ
カ
の
俳
諧
研
究
は
、
有
効
に
交
わ
る
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
他
国
の
俳
諧
研
究
に
つ
い
て
も
事
情
は
全
く

同
じ
で
あ
る
。
今
後
の
日
本
の
俳
諧
研
究
が
、
俳
諧
と
い
う
文
芸
の
価
値
を
国
際

社
会
に
示
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
と
う
ま
く
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
海
外
の
研
究
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、
日
本
の
研
究
と
何
を
共
有
で
き
る
の

か
、そ
し
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、を
真
剣
に
探
る
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
本
学
の
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
（
二
〇
二
二
年
度
教
育
研

究
活
性
化
経
費
（
若
手
研
究
）「
海
外
に
お
け
る
俳
諧
、
特
に
芭
蕉
研
究
の
現
状

と
問
題
意
識
の
基
礎
調
査
」）
に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

本
研
究
は
、
俳
諧
（
特
に
芭
蕉
の
俳
諧
）
を
世
界
の
韻
文
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と

を
大
き
な
目
論
見
と
し
て
、
海
外
の
俳
諧
研
究
と
日
本
の
俳
諧
研
究
と
の
連
携
の

可
能
性
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
諸
国
で
行
わ
れ
て
い
る
俳
諧
研
究
の
現
状
と
問
題
意
識
を
調
査
し
、
日
本

の
学
会
と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
ど
の
点
が
共
有
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

本
稿
は
そ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
た
注
釈
書

を
取
り
上
げ
、
こ
の
う
ち
惟い
ぜ
ん然
（
？
〜
一
七
一
一
）
の
発
句
に
つ
い
て
の
解
説
を

分
析
し
、
そ
の
学
術
的
意
義
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
日
本
に
お
け
る
従
来
の
惟
然
評
価

惟
然
と
い
う
特
定
の
俳
人
に
着
目
す
る
の
は
、
従
来
の
日
本
の
研
究
に
お
け
る

彼
の
評
価
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
俳
諧
と
は

何
か
、
芭
蕉
は
俳
諧
を
通
し
て
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
文
学
史
上
の

大
き
な
課
題
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

惟
然
は
芭
蕉
晩
年
の
弟
子
で
、
芭
蕉
は
そ
の
作
品
と
人
間
性
を
称
賛
し
た
が
、

後
世
の
評
価
は
必
ず
し
も
芳
し
く
な
い
。
特
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
で
あ
る
ほ

ど
、
惟
然
を
批
判
的
に
み
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
芭
蕉
の
高
弟
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
去
来
が
、
惟
然
の

俳
風
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
惟
然
の
俳
風
は
芭
蕉
の
没
後
に
大
き
く
変

化
し
、「
梅
の
花
赤
い
は
〳
〵
あ
か
ひ
わ
さ
」「
水
さ
つ
と
鳥
よ
ふ
は
〳
〵
ふ
う
は
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―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
諧
（
俳
句
）
受
容

金

子

は

な

は
じ
め
に

現
在
、
人
文
学
は
世
界
的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
二

月
に
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
人
文
学
の
危
機
と
は
何
か
」

で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
中
国
・
韓
国
の
研
究
者
が
登
壇
し
、
国
際
的
な
競

争
力
の
強
化
を
め
ざ
す
施
策
の
も
と
、
人
文
学
の
研
究
環
境
が
制
限
さ
れ
、
若
手

研
究
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
た）

1
（

。
も
ち
ろ
ん
筆
者
が
専
門
と
す
る

日
本
古
典
文
学
研
究
（
俳
諧
研
究
）
も
例
外
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
に
対
し
、
日
本
文
学
の
研
究
者
も
自
分
た
ち
の
研
究

の
意
義
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
人
文
学
と
情
報
学
の
融
合
分
野

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
永
崎
研
宣
、
飯
倉
洋

一
ら
が
中
心
と
な
り
研
究
を
推
進
し
て
い
る）

2
（

。
こ
れ
は
他
分
野
の
研
究
者
と
の
協

働
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
等
、
文
学
研
究
の
新
し
い
方
法
を
切
り
開
く
点
で
、

価
値
の
高
い
取
り
組
み
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
一
方
で
筆
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
人
間
に
と
っ

て
文
学
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
か
、
そ

し
て
そ
れ
を
現
代
に
お
い
て
研
究
す
る
こ
と
の
意
味
と
は
何
か
、
で
あ
る
。
古
典

文
学
研
究
が
現
代
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
世
界
中
の
文
学
研
究
者

が
、
こ
の
本
質
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

筆
者
が
専
門
と
す
る
俳
諧
・
俳
句
（
以
下
、
ま
と
め
て
俳
諧
と
す
る
）
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
国
に

お
い
て
、
俳
諧
の
文
学
的
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
内
実
は
様
々
だ
ろ
う
。
だ
が
共
通
点
と
相
違
点
を
含
め
た
そ
れ
ら
の

総
体
が
、
人
間
に
お
け
る
俳
諧
の
意
味
で
あ
り
価
値
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
れ
が
俳
諧
の
文
学
と
し
て
の
普
遍
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
日
本
の
俳
諧
研
究
と
、
海
外
の
俳
諧
研
究
が
、
う
ま
く
連
携
す
る
必
要

が
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
海
外
に
お
い
て
俳
諧
は
、
読
ま
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学

問
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
英
語
圏
に
限
っ
て
も
、William

 George A
ston

『
日

本
文
学
史
』（
一
八
九
九
年
）
に
始
ま
る
長
い
受
容
の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
も
多

く
の
研
究
書
・
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る）

3
（

。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
あ
り
現
在
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
俳
諧

研
究
と
海
外
の
俳
諧
研
究
と
は
、
ほ
ぼ
分
断
さ
れ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
と
方
法
論
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。も
と
も
と
俳
諧
、

例
え
ば
芭
蕉
な
ら
芭
蕉
の
作
品
に
文
学
的
価
値
を
認
め
る
と
い
う
共
通
の
場
所
か

ら
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
そ
の
研
究
の
方
法
と
関
心
に
お
い
て
、


